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　広告の内容について、詳しくは広告主へお問い合わせください。

締め切り 

2022.８ 2627 2022.８

Ｅメール　kouhou@city.tsuyama.lg.jp
ファクス　32-2152
は が き 〒708-8501 津山市役所秘書広報室行
※専用応募フォームからも応募できます
※お便りの内容は広報紙やホームページ
　で匿名で紹介する場合があります

広報津山
広告募集中

お問い合わせ―株式会社ジチタイアド☎092-716-1401

広報津山で皆さんにＰＲしませんか？

広報クイズ＆ご意見募集 正解者の中から抽選で５人に当たる！

第５次総合計画　後期実施計画
市からのお知らせ　夏旅　つやま
　つやま健康ポイントは８月１日から　ほか
まちかど写真館・おめでとう赤ちゃん　

けいじばん
津山の歴史あらかると
津山自慢　表彰を受けた駅の管理活動を担当
　知和老人クラブ

クール（応募61人、正解61人）

記念品 

令和４年８月20日㈯当日消印有効 

問

　　　　　　応募方法 　　　　　 ①答え②氏名③郵便番号・住所④広報
　紙への感想・市政への意見⑤右のＡ～Ｆの記念品
　の中から１つを書き、秘書広報室に送る
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８月号
目次

６月号の正解
当選者の発表は、記念品の発送をもってかえさせて
いただきます。

Ⓐあば温泉無料入浴券（５枚）
Ⓑ百々温泉めぐみ荘無料入浴券（５枚）
Ⓒ津山郷土博物館招待券（２枚）
Ⓓ津山洋学資料館無料招待券（２枚）
Ⓔ津山まなびの鉄道館無料入館券（２枚）
Ⓕベルフォーレ津山  映画鑑賞チケット（２枚）

で
あ
っ
た
上
に
復
興
資
金
を
支
払
う
の
は
大
変
だ
っ
た
は
ず

で
す
。

　
災
害
は
続
き
、
藩
の
日
記
に
は
、
３
年
後
の
宝
永
７
年
閏う

る
う

８
月
11
日
の
地
震
で
潰
家
や
山
崩
れ
が
あ
り
、
死
者
が
出
る

被
害
だ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
分
か
り
ま
せ

ん
。
翌
宝
永
８
年
の
２
月
１
日
に
発
生
し
た
地
震
に
つ
い
て

は
、
被
害
の
概
要
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、

被
害
が
大
き
か
っ
た
地
域
は
現
在
の
真
庭
市
周
辺
で
、
１
１

８
軒
が
全
壊
、
１
４
１
軒
が
半
壊
、
山
崩
れ
が
70
カ
所
あ
っ

た
こ
と
な
ど
が
分
か
り
ま
す
。
正
徳
３
年
（
１
７
１
３
）
４

月
12
日
に
は
、
大
き
な
被
害
は
な
い
も
の
の
、
日
中
に
７
、

８
回
地
震
が
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
津
山
藩
の
日
記
な
ど
江
戸
時
代
の
記
録
を
読
む
と
、
次
々

と
多
様
な
災
害
が
起
こ
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。
い
つ
の
時
代
も
、
自
然
災
害
は
人
々
の
生
活
を
脅
か

し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
中
期
の
宝
永
４
年
（
１
７
０
７
）
８
月
19
日
、

津
山
で
は
午
前
中
か
ら
夕
方
ま
で
三
十
年
来
無
か
っ
た
よ
う

な
大
風
雨
が
吹
き
荒
れ
ま
し
た
。
こ
の
風
雨
で
、
約
３
万
石

の
農
作
物
が
失
わ
れ
、
約
１
８
０
０
軒
の
家
が
潰
れ
た
と
津

山
藩
の
日
記
に
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
津
山
藩
の
10
万
石
の

う
ち
、
約
３
分
の
１
の
石
高
が
被
害
に
あ
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
す
。

　
こ
の
被
害
の
復
興
途
中
だ
っ
た
同
年
10
月
４
日
、
今
度
は

地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
藩
の
日
記
に
は
「
当
国
に
て
は
つ

い
に
覚
え
の
な
い
強
地
震
」
と
あ
り
ま
す
。
あ
る
村
の
大
庄

屋
は
、「
半
時
」（
現
在
の
約
１
時
間
）
も
揺
れ
、「
こ
の
辺

り
の
者
は
前
代
よ
り
こ
の
よ
う
な
地
震
を
知
ら
な
い
」
と
報

告
し
て
い
ま
す
。
時
間
や
揺
れ
の
表
現
は
、
個
人
の
感
覚
に

よ
る
も
の
で
、
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明
で
す
が
、
当
時
の

人
々
に
強
烈
な
印
象
を
与
え
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
こ
の

地
震
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
さ
ら
に
49
日
後
、
富
士
山
が
噴
火
し
た
の
で
す
。

　
こ
の
噴
火
も
、
津
山
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。
噴
火
被

害
の
復
興
の
た
め
に
、
江
戸
幕
府
は
全
国
か
ら
一
律
に
復
興

資
金
を
徴
収
す
べ
く
、
各
藩
に
石
高
１
０
０
石
に
つ
き
２
両

を
納
入
す
る
よ
う
通
達
を
出
し
ま
し
た
。
津
山
藩
は
２
千
両

を
急
き
ょ
京
都
の
商
人
か
ら
借
り
て
用
意
し
、
幕
府
へ
納
め

ま
し
た
。
こ
の
２
千
両
は
そ
の
後
、
津
山
藩
内
の
村
な
ど
へ

賦
課
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
８
月
の
大
風
雨
の
被
害
が
甚
大

問
津
山
郷
土
博
物
館
（
山
下
）
☎
22
－
４
５
６
７

江
戸
時
代
中
期
の
自
然
災
害

▶
赤
枠
部
に
「
大
風
雨
当
国
三
十
年
来
無
之
大
風
之
由
」
と

あ
り
、
大
風
雨
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
る

『
国
元
日
記
』（
宝
永
４
年
８
月
19
日
）


